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平
成
23
年
度
第
１
回
定
例
会

で
は
、
平
成
23
年
度
の
一
般
会

計
と
特
別
会
計
の
当
初
予
算
に

つ
い
て
、
慎
重
審
議
し
た
結
果
、

そ
れ
ぞ
れ
可
決
し
ま
し
た
。

一
般
会
計
で
は
、
前
年
度
と

の
比
較
で
、
８
億
９
，
０
０
０

万
円
減
少
し
て
い
ま
す
。

そ
の
減
少
し
た
主
な
内
容

は
、
一
般
廃
棄
物
最
終
処
理
場

の
再
生
工
事
の
終
了
、
黒
潮
フ

ル
ー
ツ
ラ
イ
ン
区
域
農
用
地
総

合
整
備
事
業
や
岩
代
小
学
校
校

舎
改
築
工
事
の
完
了
に
伴
う
減

少
で
す
。

特
別
会
計
で
は
、
国
民
健
康

保
険
や
介
護
保
険
な
ど
で
、
前

年
度
よ
り
増
加
し
、
公
共
下
水

道
事
業
や
簡
易
水
道
事
業
な
ど

で
減
少
し
て
い
ま
す
。

平成２3年度一般会計予算

73億8,000万円

歳　出

一般会計
性質別歳出
73億8,000
万円

人件費
11億6,025万1千円
（15.7％）

扶助費
7億2,071万円
（9.8％）

補助費等
8億2,236万5千円
（11.1％）

物件費
12億9,769万
1千円

（17.6％）

普通建設事業費
7億2,837万6千円
（9.9％）

公債費
17億3,757万9千円
（23.5％）

維持補修費
330万円

繰出金
8億9,734万8千円
（12.2％）

予備費　1,000万円
積立金　　238万円

（0.2％）

その他
26億4,730万
7千円

（35.9％）

消費的経費
40億431万7千円
　　（54.2％）

投資的経費
7億2,837万6千円
（9.9％）

歳　入

県支出金
5億8,650万
5千円
（7.9％）

国庫支出金
6億
2,826万円
（8.5％）

町　債
5億6,010万円
（7.6％）

町　税
13億9,207万5千円
（18.9％）

地方交付税
34億円
（46.1％）

一般会計
歳入総額

73億8,000万円

依存財源
54億3,836万5千円
（73.7％）

自主財源
19億4,163万5千円
（26.3％） 繰入金

2億5,064万5千円（3.4％）

諸収入ほか
8,340万7千円（1.1％）

地方消費税交付金ほか
2億6,350万円（3.6％）

繰越金
4,000万円（0.5％）

使用料及び手数料ほか
1億7,550万8千円（2.4％）

（昨年より8億9，0００万円減）
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一般会計歳出の主な事業と予算額

平成23年度　みなべ町当初予算総括表
一般会計、特別会計	 	 	 	 	 	 	 	 	 　　（▲は減額・率）

会計名 平成 23 年度 平成 22 年度 増減額 増減率
一 般 会 計 73 億 8,000 万円 82 億 7,000 万円 ▲ 8億 9,000 万円 ▲ 10.8％
特 別 会 計 46 億 5,553 万 4 千円 46 億 9,714 万 1 千円 ▲ 4,160 万 7 千円 ▲ 0.9％
国 民 健 康 保 険 19 億 2,783 万 7 千円 19 億 478 万 4 千円 2,305 万 3 千円 1.2％
後 期 高 齢 者 医 療 2億 4,439 万 5 千円 2億 5,119 万 7 千円 ▲ 680 万 2 千円 ▲ 2.7％
老 人 保 健 0円 116 万 5 千円 ▲ 116 万 5 千円 ▲ 100.0％
介 護 保 険 12 億 3,055 万 3 千円 11 億 5,839 万 6 千円 7,215 万 7 千円 6.2％
住宅新築資金等貸付事業 2,709 万 3 千円 1,194 万 9 千円 1,514 万 4 千円 126.7％
農 業 集 落 排 水 事 業 2億 8,774 万 6 千円 2億 9,363 万 8 千円 ▲ 589 万 2 千円 ▲ 2.0％
公 共 下 水 道 事 業 8億 4,660 万 9 千円 9億 4,617 万 9 千円 ▲ 9,957 万円 ▲ 10.5％
簡 易 水 道 事 業 9,130 万 1 千円 1億 2,983 万 3 千円 ▲ 3,853 万 2 千円 ▲ 29.7％

合 計 120 億 3,553 万 4 千円 129 億 6,714 万 1 千円 ▲ 9億 3,160 万 7 千円 ▲ 7.2％

水道事業会計（資本的収支の不足額は積立金で補填します）
収 益 的 収 入 1億 4,599 万 1 千円 1億 4,708 万円 ▲ 108 万 9 千円 ▲ 0.7％
収 益 的 支 出 1億 2,369 万 8 千円 1億 3,331 万 6 千円 ▲ 961 万 8 千円 ▲ 7.2％
資 本 的 収 入 6,273 万 7 千円 1億 861 万 7 千円 ▲ 4,588 万円 ▲ 42.2％
資 本 的 支 出 2億 6,284 万 6 千円 2億 8,430 万 9 千円 ▲ 2,146 万 3 千円 ▲ 7.5％

■議会費	 1億		419万8千円（2,191万6千円増）
■総務費	 6億8,712万8千円（▲5,400万2千円）
財産管理費	 3,681万7千円
交通安全対策費	 765万6千円
地籍調査事業費	 1億3,687万1千円
無線放送管理費	 886万1千円
地域公共交通対策費（コミバス等運行業務委託料など）
	 1,603万6千円
選挙費（県議議員一般選挙費など）	 962万4千円
■民生費	 17億5,263万6千円（7,185万6千円増）
社会福祉総務費	 3億7,251万3千円
老人福祉費	 9,585万7千円
保険医療費	 5億8,151万7千円
児童福祉総務費	 3億4,497万1千円
保育所費	 3億4,699万6千円
■衛生費	 5億8,674万円	（▲2億9,652万3千円）
保健衛生総務費（公立紀南病院組合分賦金など）
	 9,140万5千円
予防費（予防接種委託料など）	 7,138万5千円
環境衛生費（田辺市周辺衛生施設組合負担金など）
	 1億8,547万7千円
塵芥処理費（施設維持工事費など）	 1億5,545万6千円
■農林水産業費	 10億7,608万8千円（▲6,267万4千円）
うめ振興費	 7,744万円
南紀用水事業費	 1億7,459万1千円
中山間地域等直接支払事業費	 1億5,510万7千円
農地費（小倉谷地区農免農道整備工事費など）
	 1億1,783万5千円
農用地総合整備事業費	 1,527万2千円
備長炭振興費	 1,507万8千円
水産業総務費	 1,062万3千円
漁村再生交付金事業費（岩代漁港施設整備工事費など）
	 5,826万2千円

津波危機管理対策緊急事業費（堺漁港海岸津波対策工
事費など）	 7,760万4千円
■商工費	 5,772万9千円（▲419万4千円）
商工総務費	 3,397万円
観光総務費	 1,454万9千円
鶴の湯管理事業費	 921万円
■土木費	 5億4,261万4千円（▲8,437万5千円）
道路橋梁総務費	 5,232万2千円
道路新設改良費	 1,494万4千円
社会資本整備総合交付金事業費（町道埴田堺線工事費
など）	 8,353万1千円
河川総務費	 442万3千円
住宅管理費	 1,789万8千円
地域住宅交付金事業費（猪野団地住宅改修工事費など）
	 1億2,003万円
■消防費	 2億7,600万8千円（489万1千円増）
常備消防費（日高広域消防事務組合負担金）
	 2億1,081万9千円
非常備消防費（消防団員退職報償金、小型動力ポンプ普
通積載車購入費など）	 4,508万8千円
防災対策費	 1,801万1千円
■教育費	 5億4,928万円（▲4億6,640万8千円）
教育諸費（非常勤講師賃金・教育介助員賃金など）
	 5,565万3千円
小学校費	 8,216万2千円
中学校費（上南部中テニスコート新設工事費など）
	 6,007万4千円
給食施設費（学校給食センター実施設計業務委託料な
ど）	 4,898万3千円
■公債費	 17億3,757万9千円（▲2,048万7千円）
町債（元金、利子）を返済するための費用
■予備費	 1,000万円（増減なし）
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書庫予定建物

夜
間
警
備
は
、
セ
コ

ム
に
委
託
し
ま
す
。

ま
た
、
個
人
の
プ
ラ
イ
バ
シ

ー
に
関
係
す
る
書
類
は
、
で
き

る
だ
け
置
か
な
い
よ
う
に
検
討

し
ま
す
。

特
定
健
康
診
査
の
受

診
率
改
善
に
向
け
て
の

取
り
組
み
は
。

特
定
健
康
診
査
は
、

35
～
74
歳
を
対
象
に
実

施
し
ま
す
。
自
分
の
健
康
管
理

の
た
め
、
特
定
健
康
診
査
を
受

け
て
い
た
だ
く
よ
う
な
環
境
づ

く
り
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

議  案  審  議

敬老会

公
債
費
残
高
が
、
約

10
億
円
減
る
見
込
み
だ

が
、
公
債
費
適
正
化
計
画
ど
お

り
に
進
ん
で
い
る
の
か
。

計
画
よ
り
は
下
回
っ

て
い
ま
す
。
最
終
年
度

（
平
成
27
年
度
）
の
公
債
費
比

率
は
現
在
よ
り
も
約
５
％
下
が

り
、
17
％
台
に
な
る
予
定
で
す
。

QA

A

コ
ン
ビ
ニ
収
納
状
況

コ
ン
ビ
ニ
で
の
収
納

状
況
は
。

県
内
10
市
町
で
導
入

し
、
当
町
は
昨
年
４
月

か
ら
実
施
し
て
い
ま
す
。

１
年
間
の
収
納
件
数
は
約
３

千
件
で
、
収
納
額
は
５
千
８
百

万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

QA

A Q

3 月定例会では、「みなべ町最終処分場浸出水処理施設建設工事請負契約の締結について」や、条例改正で
は「国民健康保険条例の一部を改正する条例」など３件、予算では「平成２２年度一般会計補正予算と平成２３
年度一般会計」など９件が上程されました。各議案には活発な質疑があり、特に平成２３年度予算では、３月１
４日から１７日までの４日間行われました。その一部を報告します。

公
債
費

合
併
特
例
債

合
併
特
例
債
の
限
度

額
と
、
残
り
利
用
可
能

額
は
。

総
額
63
億
２
千
万
円

で
、
あ
と
21
億
７
千
万

円
の
利
用
が
可
能
で
す
。

大
変
有
利
な
起
債
で
あ
り
ま

す
の
で
、
有
効
的
に
活
用
し
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

QA

特
定
健
康
診
査

　　　　　（
ミ
ニ
ド
ッ
ク
）

黒
潮
フ
ル
ー
ツ
ラ
イ

ン
の
事
務
所
を
書
庫
に

転
用
す
る
に
あ
た
り
、
警
備
は

万
全
か
。

Q

報
酬
費
の
な
か
の
、

長
寿
祝
い
の
件
で
、
何

歳
か
ら
祝
い
金
を
支
払
っ
て
い

る
の
か
。

長
寿
祝
い
金
は
、
９

月
１
日
に
住
民
登
録
の

あ
る
82
歳
以
上
95
歳
未
満
の
方

は
５
千
円
で
す
。
95
歳
以
上
の

方
は
１
万
円
、
新
百
歳
の
祝
い

に
つ
い
て
は
、
５
万
円
の
商
品

券
で
す
。

老
人
福
祉
費

社
会
福
祉
協
議
会
へ

の
補
助
金
、
１
割
の
減

額
に
な
っ
て
い
る
が
。

社
会
福
祉
協
議
会
へ

の
補
助
金
の
減
額
理
由

は
、
人
件
費
で
す
。
平
成
22
年

度
は
８
名
分
で
し
た
が
、
平
成

23
年
度
は
７
名
分
で
す
。

QA社
会
福
祉
協
議
会
補
助
金

QA

書
庫
の
警
備

職
員
数
は
、
適
正
化

計
画
ど
お
り
か
。

ま
た
、
新
規
採
用
の
計
画
は
。

合
併
10
年
後
の
職
員

数
の
目
標
、
１
３
０
人

半
ば
を
達
成
し
ま
し
た
。

職
員
採
用
は
３
～
４
名
ず
つ

と
考
え
て
い
ま
す
。

QA 職
員
数
の
推
移

前
立
腺
ガ
ン
検
診

前
立
腺
ガ
ン
検
診
の

対
象
者
は
。

前
立
腺
ガ
ン
検
診
は
、

40
歳
以
上
の
方
で
、
国

民
健
康
保
険
加
入
者
で
７
５
０

名
程
度
と
、
国
民
健
康
保
険
の

特
定
健
診
で
該
当
し
な
い
社
会

保
険
の
加
入
者
の
１
０
０
名
程

度
と
見
込
ん
で
い
ま
す
。

QA
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な
事
態
が
発
生
す
る
こ
と
も
想

定
さ
れ
る
の
で
は
。

南
部
川
は
、
県
管
理

の
２
級
河
川
で
す
の

で
、
県
に
対
し
て
、
働
き
か
け

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

2級河川 南部川

防
　　災東
日
本
大
地
震
で
の

大
津
波
警
報
に
基
づ
き
、

避
難
指
示
が
出
さ
れ
た
が
、
町

民
の
反
応
は
。

３
月
11
日
午
後
４
時

の
避
難
指
示
で
は
、
岩

代
公
民
館
へ
２
世
帯
の
３
名
と
、

堺
区
民
セ
ン
タ
ー
へ
１
名
、
午

後
６
時
の
避
難
指
示
で
は
、
避

難
箇
所
10
箇
所
へ
82
名
の
方
が

避
難
し
ま
し
た
。

南
部
川
の
右
岸
・
左

岸
の
堤
防
に
つ
い
て
、

大
き
な
津
波
が
来
る
と
、
大
変

QAQ

A

防
災
助
成
金

婦
人
防
火
ク
ラ
ブ
助

成
金
と
、
自
主
防
災
組

織
補
助
金
の
基
本
的
な
考
え
方

を
聞
き
た
い
。

婦
人
防
火
ク
ラ
ブ
の

補
助
金
は
、
上
南
部
地

区
を
除
い
た
24
地
区
で
設
置
さ

れ
て
い
て
、
防
災
意
識
の
向
上

と
防
火
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

な
お
、
未
設
置
の
上
南
部
地

区
７
地
区
に
つ
い
て
は
、
区
長

さ
ん
を
通
じ
て
設
置
の
お
願
い

を
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

自
主
防
災
組
織
に
つ
い
て
は
、

34
地
区
の
全
て
に
設
置
さ
れ
て

い
て
、
防
災
資
機
材
の
購
入
に

対
す
る
補
助
と
い
う
こ
と
で
、

予
算
計
上
し
て
い
ま
す
。

適
応
指
導
教
室
で
学

ん
で
い
る
児
童
、
生
徒

数
に
つ
い
て
、
学
校
・
学
年
別

の
人
数
を
聞
き
た
い
。

学
校
別
に
、
南
部
小

学
校
が
３
名
、
南
部
中

学
校
が
４
名
、
清
川
中
学
校
が

１
名
で
す
。

学
年
別
で
は
、
小
学
校
１
年

生
が
１
名
、
３
年
生
が
１
名
、

５
年
生
が
１
名
で
、
中
学
生
で

は
１
年
生
１
名
、
２
年
生
が
１

名
、
３
年
生
が
３
名
で
す
。

QA教
育
費

QA

保
育
所
の
耐
震
化

保
育
所
の
耐
震
化
工

事
は
、
す
べ
て
完
了
し

て
い
る
の
か
。

清
川
保
育
所
が
残
っ

て
い
ま
す
が
、
新
た
に

耐
震
改
修
を
す
る
の
か
、
ま
た

は
、
広
い
園
庭
に
建
て
替
え
す

る
の
か
を
考
え
て
い
ま
す
。

QA

清川保育所

井之台住宅

町
営
住
宅

地
震
が
続
発
し
て
い

る
時
期
で
あ
り
、
一
日

も
早
い
移
転
を
行
う
べ
き
と
思

う
が
。

当
初
は
、
年
度
内
の

計
画
で
し
た
が
、
諸
事

情
な
ど
に
よ
り
４
月
末
の
工
事

完
了
予
定
と
な
っ
て
い
て
、
入

居
で
き
る
の
は
、
５
月
か
ら
と

な
り
ま
す
。住

宅
の
改
修
工
事
の

時
期
で
す
が
、
冬
場
で

は
な
く
、
も
っ
と
気
候
の
よ
い

時
期
に
工
事
で
き
な
い
か
。

本
年
度
は
、
冬
場
の

工
事
に
な
ら
な
い
よ

う
に
行
い
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。 QA AQ

今
回
の
東
日
本
大
震

災
で
の
警
報
放
送
は
、

紛
ら
わ
し
か
っ
た
の
で
は
。

大
津
波
警
報
か
ら
津

波
警
報
に
変
わ
っ
た
と

A Q 津
波
情
報

保
育
所
の
正
職
員
数

と
臨
時
職
員
数
に
つ
い

て
聞
き
た
い
。

南
部
保
育
所
の
正
職

員
７
名
・
臨
時
職
員
６

名
、
上
南
部
保
育
所
の
正
職
員

７
名
・
臨
時
職
員
13
名
、
高
城

保
育
所
の
正
職
員
３
名
・
臨
時

職
員
４
名
、
清
川
保
育
所
の
正

職
員
３
名
・
臨
時
職
員
１
名
で
、

以
上
正
職
員
20
名
・
臨
時
職
員

24
名
の
合
計
44
名
で
す
。

QA 保
育
所
の
職
員
数

き
に
、
新
た
な
警
報
の
よ
う
な

放
送
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
前
か

ら
県
へ
改
善
し
て
い
た
だ
け
る

よ
う
に
伝
え
て
い
ま
す
。
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一
般
質
問
一
般
質
問
は
3
月
9
日
に
6
人
の
議
員
が
行
い
ま
し
た
。（
質
問
者
か
ら
提
出
さ
れ
た
原
稿
ど
お
り
掲
載
し
て
い
ま
す
）

田中昭彦 議員

みなべ町役場庁舎

今
回
の
役
場
内
で

起
こ
っ
た
不
祥
事
で

思
う
こ
と
は
、
み
な
べ
町
職
員

に
は
、
公
務
員
と
し
て
の
矜
持

を
持
っ
て
い
な
い
の
で
は
、
と

言
う
こ
と
で
す
。

そ
こ
で
職
員
に
対
し
、
自
分

が
担
当
し
て
い
る
職
務
を
通
じ

て
、
抱
負
や
モ
ッ
ト
ー
・
志
・

決
意
表
明
を
文
書
に
し
て
、
そ

れ
を
「
座
右
の
銘
」
と
し
て
仕

事
に
活
か
し
て
、
励
ん
で
い
た

だ
き
た
い
。

質
問

憲
法
に
も
、
公
務

員
は
全
体
の
奉
仕
者

と
規
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
精
神
を
再
認
識
し
て
、

職
務
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き

た
い
。

憲
法
と
同
じ
く
、

地
方
公
務
員
法
に
も

同
様
の
規
定
が
あ
り
、
こ
れ
を

熟
読
す
る
よ
う
に
話
し
て
い
ま

す
。研

修
に
参
加
し
て
、
一
か
ら

初
心
に
か
え
り
、
地
方
自
治
の

本
旨
の
実
現
に
資
す
る
こ
と
を

目
的
に
、
全
職
員
が
一
丸
と
な

っ
て
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

質
問

町
長

新
採
職
員
時
代
は
、

高
い
志
を
持
っ
て
仕

事
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
ま
す

が
、
長
年
経
つ
と
、
そ
の
感
覚

が
薄
れ
て
い
る
の
だ
と
感
じ
て

い
ま
す
。

今
後
は
、
法
令
遵
守
や
行
儀

作
法
の
職
員
研
修
な
ど
に
、
モ

ラ
ル
の
研
修
を
加
え
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
職
員
研
修
が
終

わ
っ
て
か
ら
、
個
々
に
抱
負
や

志
に
つ
い
て
の
小
論
を
提
出
さ

町
長

せ
、
職
員
の
意
識
改
革
に
も
努

め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

こ
の
事
件
で
町
民

は
、
他
市
町
村
民
に

対
し
、
肩
身
の
狭
い
思
い
を
し

て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
日
本
一
の
南
高
梅

の
産
地
と
し
て
、
全
国
に
発
信

し
て
い
ま
す
が
、
風
評
被
害
に

よ
り
一
夜
で
、
そ
の
名
声
が
崩

れ
る
恐
れ
も
あ
り
ま
す
。

汚
名
返
上
と
し
て
、
職
員
の

意
識
改
革
に
は
、
真
剣
に
取
り

組
ん
で
い
た
だ
き
た
い
。

各
分
野
の
各
団
体

や
関
係
機
関
に
わ
た

り
、「
梅
の
町
み
な
べ
町
」
の

梅
を
全
国
的
に
Ｐ
Ｒ
し
て
い
る

最
中
だ
け
に
、
風
評
被
害
へ
と

つ
な
が
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

取
り
返
し
の
つ
か
な
い
こ
と

に
は
な
ら
な
い
よ
う
に
、
初
歩

的
な
部
分
か
ら
研
修
に
努
め
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

質
問

町
長

公
務
員
は

全
体
の
奉
仕
者

公
務
員
は

全
体
の
奉
仕
者

風
評
被
害
に

な
ら
な
い
よ
う
に

風
評
被
害
に

な
ら
な
い
よ
う
に

非
構
造
部
材

の
点
検

大
地
震
に
備
え
、天
井
・

外
壁
・
窓
ガ
ラ
ス
・
家
具

類
・
照
明
器
具
な
ど
の
非

構
造
部
材
の
点
検
が
必
要

で
は
な
い
か
と
、
質
問
し

ま
し
た
。

非
構
造
部
材

の
点
検

そ
の
他
に

役場職員の矜持が
　聞きたい

（きょうじ：誇りの意）
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元
気
な
町
づ
く
り

元
気
な
町
づ
く
り

原田　覚 議員

繰り返される
　　不祥事について

私
が
議
員
と
な
っ

て
か
ら
２
年
目
、
４

度
目
の
職
員
の
不
祥
事
で
す
。

綱
紀
粛
正
、
信
頼
回
復
に
努

め
て
い
た
中
、
さ
ら
に
町
民
の

信
頼
を
著
し
く
損
な
っ
た
こ
と

は
、
非
常
に
残
念
で
な
り
ま
せ

ん
。町

行
政
に
対
す
る
町
民
の
不

信
感
は
さ
ら
に
強
ま
り
、
当
局

や
議
会
に
対
し
て
、
大
変
厳
し

い
声
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
職
員
の
中
に
も
、
不

信
感
や
憤
り
を
感
じ
て
い
る
者

が
い
る
の
で
は
と
思
い
ま
す
。

以
前
、
町
職
員
が
一
丸
と
な

り
信
頼
回
復
に
努
め
る
と
言
っ

て
ま
し
た
が
、
一
丸
に
な
っ
て

い
る
と
は
言
え
ま
せ
ん
。

繰
り
返
さ
れ
る
不
祥
事
、
今

後
ど
う
す
れ
ば
な
く
な
る
と
考

え
て
い
る
の
か
、
お
聞
き
し
た

い
。

職
務
に
対
す
る
研

修
は
当
然
で
す
が
、

そ
れ
以
前
に
、
人
間
と
し
て
ど

う
あ
る
べ
き
な
の
か
と
言
う
分

野
の
研
修
が
必
要
と
考
え
ま
す
。

新
採
時
に
、
服
務
の
宣
誓
を

行
い
ま
す
が
、
そ
の
時
の
気
持

ち
を
持
ち
続
け
て
い
た
だ
く
方

法
に
つ
い
て
も
検
討
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

道
徳
的
な
部
分
に
ど
こ
ま
で

踏
み
込
め
る
の
か
、
非
常
に
難

し
い
で
す
が
、
そ
う
言
う
こ
と

に
つ
い
て
も
考
え
て
い
ま
す
。

質
問

町
長

町
民
の
皆
さ
ん
と
、

信
頼
関
係
を
築
く
に

は
、
ま
ず
職
員
同
士
の
信
頼
が

大
切
で
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、

職
員
同
士
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
は
取
れ
て
い
る
の
か
、
お

聞
き
し
た
い
。合

併
時
に
、
お
互

い
互
譲
の
精
神
で
行

質
問

町
長

う
と
い
う
こ
と
を
や
っ
て
き
ま

し
た
が
、
専
門
的
な
講
師
を
お

招
き
し
、
基
本
的
な
部
分
か
ら

研
修
を
し
な
お
す
時
期
で
は
な

い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

そ
れ
を
重
ね
る
こ
と
で
、
町

民
か
ら
の
信
頼
回
復
で
き
る
よ

う
に
、
努
め
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

本
年
も
、
梅
酒
コ

レ
ク
シ
ョ
ン
や
町
物

産
展
も
開
催
さ
れ
ま
し
た
が
、

今
後
は
、
多
く
の
町
民
が
参
加

で
き
る
町
挙
げ
て
の
イ
ベ
ン
ト

と
し
て
行
う
こ
と
は
で
き
な
い

か
。ま

た
、
マ
ラ
ソ
ン
な
ど
の
ス

ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
を
行
う
考
え

に
つ
い
て
、
お
聞
き
し
た
い
。

過
去
に
行
っ
て
い

た
町
商
工
青
年
部
主

質
問

町
長

催
の
商
工
ま
つ
り
で
、
オ
ー
ル

み
な
べ
物
産
展
を
行
う
か
、
ま

た
は
、
百
年
の
森
で
行
う
か
も

含
め
て
、
早
急
に
検
討
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
な
ど
は
多
く
の
競

技
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
マ

ラ
ソ
ン
に
つ
き
ま
し
て
は
、
最

近
の
交
通
事
情
の
関
係
で
難
し

く
な
っ
て
い
ま
す
。
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国
道
４
２
４
号
線

　
　

清
川
工
区
に
つ
い
て

国
道
４
２
４
号
線

　
　

清
川
工
区
に
つ
い
て

北谷清治 議員

　　児童・生徒の
　　　　減少について

少
子
化
の

影
響
に
よ
り
、

町
内
の
子
供
の
数
が

年
々
減
少
気
味
で
あ
り

ま
す
。

小
学
校
で
は
、
平
成

23
年
度
全
体
で
８
５
９

名
で
す
が
、
平
成
28
年

度
で
は
７
４
３
名
と
、

１
１
６
名
の
減
少
予
想

で
す
。
中
学
校
に
つ
い

て
も
、
平
成
23
年
度
全

体
で
４
２
９
名
で
す
が
、

平
成
34
年
度
で
は
３
４

５
名
と
、
84
名
の
減
少

予
想
で
す
。

特
に
、
小
規
模
中
学

校
で
の
生
徒
数
の
減
少

は
、
高
校
進
学
を
控
え

る
た
め
、
学
習
面
で
の

心
配
や
人
間
関
係
、
ま

た
人
数
不
足
の
た
め
ク

ラ
ブ
活
動
が
出
来
な
い

な
ど
の
問
題
が
出
て
き
て
い
ま

す
。教

育
委
員
会
と
し
て
、
こ
の

現
状
を
ど
の
よ
う
に
お
考
え
で

し
ょ
う
か
、
お
聞
き
し
た
い
。

児
童
・
生
徒
数
の

減
少
傾
向
の
見
込
み

に
つ
い
て
は
、
非
常
に
大
き
な

問
題
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

清
川
小
学
校
で
は
、
長
年
続

い
た
複
式
学
級
が
、
平
成
23
年

度
か
ら
平
成
25
年
度
ま
で
の
３

年
間
は
解
消
さ
れ
ま
す
が
、
平

質
問

成
26
年
度
・
平
成
27
年
度
に
は

１
ク
ラ
ス
、
平
成
28
年
度
に
は

２
ク
ラ
ス
が
複
式
学
級
と
な
り

ま
す
。

ま
た
、
平
成
28
年
度
に
は
高

城
小
学
校
に
お
い
て
、
１
ク
ラ

ス
が
複
式
学
級
と
な
り
ま
す
。

ほ
か
の
影
響
と
し
て
は
、
学

級
数
の
減
が
生
じ
て
き
ま
す
し
、

教
職
員
の
配
置
数
が
変
わ
る
こ

と
で
学
校
運
営
に
も
影
響
が
出

て
き
ま
す
。

清
川
地
区
で
は
、

保
育
所
・
小
学
校
・

中
学
校
の
保
護
者
の
皆
さ
ん
が
、

統
合
に
つ
い
て
の
話
し
合
い
が

あ
り
、
ア
ン
ケ
ー
ト
も
実
施
さ

れ
ま
し
た
。

早
期
統
合
は
必
要
だ
と
思
い

ま
す
が
、
統
合
す
る
と
、
そ
の

地
域
が
さ
び
れ
、
活
気
が
な
く

な
る
な
ど
心
配
さ
れ
ま
す
。

統
合
を
進
め
る
場
合
は
、
地

域
住
民
皆
さ
ん
の
意
見
を
集
約

し
、
見
極
め
て
い
た
だ
き
た
い
。

教
育
委
員
会
と
し

て
は
、
統
合
の
必
要

が
あ
る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

高
城
・
上
南
部
・
南
部
地
区

で
は
、
そ
の
議
論
は
さ
れ
て
い

ま
せ
ん
が
、
新
し
い
推
計
値
を

も
と
に
、
各
地
区
で
協
議
し
て

い
た
だ
け
る
よ
う
に
投
げ
か
け

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

清
川
工
区
、
う
ろ

す
み
地
内
に
予
定

さ
れ
て
い
る
ト
ン
ネ
ル
内
の
歩

道
に
つ
い
て
は
、
通
学
路
で
あ

る
た
め
十
分
な
幅
の
あ
る
歩
道

を
要
望
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

早
い
時
期
に
お
願

い
に
行
け
る
よ
う
、

日
程
調
整
を
行
っ
て
い
ま
す
。

質
問

町
長

質
問

教
育
長

教
育
長
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今
、
私
は
心
配
し

て
い
る
の
は
、
町
の

人
口
が
年
々
減
少
し
て
い
る
こ

と
で
す
。

こ
の
ま
ま
の
状
況
推
移
で
経

過
す
る
と
、
町
の
人
口
は
１
万

人
を
下
回
る
こ
と
も
予
想
さ
れ

ま
す
。

こ
の
５
年
間
を
み
る
だ
け
で

も
、
平
成
19
年
は
１
４
，
７
１

５
人
が
、
平
成
23
年
に
は
１
４
，

２
４
９
人
と
、
実
に
５
年
間
だ

け
で
約
２
０
０
名
減
少
し
て
い

ま
す
。

色
々
な
原
因
が
あ
る
と
思
い

ま
す
が
、
ど
こ
の
市
町
村
で
も

問
題
に
な
っ
て
い
る
の
は
、
少

子
化
と
結
婚
し
な
い
未
婚
の
男

女
が
多
い
こ
と
で
す
。

私
た
ち
の
周
り
の
30
歳
代
・

中井重雄 議員

町の人口を増やすには

質
問

40
歳
代
・
50
歳
代
の
多
く
の
人

が
結
婚
し
な
い
で
暮
ら
し
て
い

ま
す
。

結
婚
し
な
い
理
由
は
色
々
と

あ
り
ま
す
が
、
結
婚
し
て
か
ら

の
子
育
て
が
大
変
と
か
、
お
金

が
か
か
る
と
か
、
１
人
で
暮
ら

す
の
が
楽
だ
と
か
、
異
性
と
の

出
会
い
の
き
っ
か
け
が
な
い
な

ど
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。

今
ま
で
に
も
、
Ｊ
Ａ
み
な
べ

い
な
み
の
青
年
部
で
は
、
他
府

県
の
女
性
と
農
業
体
験
と
言
う

こ
と
で
、
出
会
い
を
セ
ッ
ト
す

る
運
動
を
行
っ
た
と
聞
い
て
い

ま
す
。

町
の
人
口
減
少
の
歯
止
め
と

人
口
を
増
や
す
方
法
の
考
え
を
、

お
聞
き
し
た
い
。

町
の
人
口
を
増
や

す
方
法
と
い
う
こ
と

で
、
ま
ず
考
え
ま
す
の
は
、
働

く
場
を
設
け
る
必
要
が
あ
る
の

で
は
と
、
そ
の
部
分
で
は
企
業

誘
致
が
、
な
か
な
か
進
ま
な
い

状
況
で
す
。

そ
れ
と
未
婚
の
男
女
対
策
に

つ
き
ま
し
て
は
、
以
前
に
は
出

雲
会
が
あ
り
ま
し
た
が
、
最
近
、

若
い
男
女
の
考
え
か
た
も
変
わ

っ
て
き
て
、
見
合
い
の
話
に
乗

っ
て
こ
な
い
と
言
う
こ
と
も
聞

い
て
い
ま
す
。

個
人
そ
れ
ぞ
れ
の
考
え
方
も

あ
り
ま
す
し
、
個
人
の
プ
ラ
イ

バ
シ
ー
に
配
慮
し
な
が
ら
進
め

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

町
と
し
て
、
今
の

人
口
減
少
は
、
ど
れ

ぐ
ら
い
進
む
と
予
想
し
て
い
る

の
か
お
聞
き
し
た
い
。

平
成
22
年
度
に
国

勢
調
査
が
行
わ
れ
ま

し
た
の
で
、
そ
の
結
果
を
踏
ま

え
て
、
今
後
５
年
後
や
10
年
後

の
人
口
推
計
を
み
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
人
口
減

少
の
歯
止
め
策
と
し
て
、
何
ら

か
の
ア
ク
シ
ョ
ン
を
お
こ
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

質
問

町
長

町
長

旧町内
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山中邦夫 議員

　子どもの医療費
　　　無料化を拡大へ

子
ど
も
の
医
療
費

の
無
料
化
、
こ
の
４

月
か
ら
全
県
的
に
は
、
高
校
卒

業
ま
で
が
１
町
、
中
学
校
卒
業

ま
で
が
８
町
村
、
小
学
校
卒
業

ま
で
が
８
市
町
、
小
学
校
入
学

前
ま
で
が
13
市
町
と
言
う
こ
と

で
す
。

な
か
で
も
、
日
高
郡
市
内
で

は
、
高
卒
ま
で
が
印
南
町
、
中

卒
ま
で
が
日
高
町
・
由
良
町
・

日
高
川
町
、
そ
し
て
御
坊
市
・

美
浜
町
が
小
卒
ま
で
の
無
料
化

を
検
討
中
と
言
う
こ
と
で
す
。

町
長
も
、
こ
う
し
た
動
き
を

認
識
さ
れ
て
い
た
と
思
い
ま
す

の
で
、
町
政
策
方
針
に
期
待
し

て
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
子
ど
も
の
医
療
費

質
問

無
料
化
に
つ
い
て
は
触
れ
ら
れ

ま
せ
ん
で
し
た
。

こ
の
ま
ま
で
は
、
日
高
郡
内

で
み
な
べ
町
だ
け
が
、
小
学
校

入
学
前
で
取
り
残
さ
れ
て
し
ま

い
ま
す
。

そ
れ
で
も
、
町
と
し
て
は
今

の
ま
ま
で
す
か
、
お
聞
き
し
た

い
。

町
と
し
ま
し
て
は
、

今
ま
で
予
防
の
た
め

に
は
、
お
金
を
惜
し
ま
な
い
と

い
う
こ
と
で
、
各
種
施
策
を

行
っ
て
き
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
子
ど
も
医
療
費
に

つ
き
ま
し
て
は
、
治
療
の
観
点

か
ら
で
は
な
く
て
、
予
防
の
観

点
か
ら
早
期
治
療
を
す
る
、
そ

の
こ
と
が
今
後
の
医
療
費
の
抑

制
に
つ
な
が
る
の
で
は
な
い
か

と
考
え
方
を
変
え
ま
し
た
。

そ
の
た
め
に
、
無
料
化
拡
大

を
行
っ
て
、
早
期
に
受
診
し
や

す
い
制
度
と
し
て
、
子
ど
も
の

健
康
を
守
っ
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

い
ず
れ
考
え
方
な
ど
が
固
ま

り
ま
し
た
時
点
で
、
議
会
の
方

に
も
相
談
を
申
し
上
げ
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

も
う
少
し
具
体
的

に
明
ら
か
に
し
て
い

た
だ
き
た
い
。

近
隣
市
町
と
足
並
み
を
揃
え

る
必
要
も
あ
る
の
で
は
な
い
で

す
か
。

近
隣
の
状
況
も
大

事
で
す
し
、
医
療
圏

域
の
状
況
も
考
慮
に
入
れ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。そ

れ
で
、
現
在
の
小
学
校
入

学
前
ま
で
で
２
千
万
円
、
小
卒

ま
で
で
３
千
８
百
万
円
、
中
卒

ま
で
で
４
千
５
百
万
円
ぐ
ら
い

必
要
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い

ま
す
。

そ
れ
と
、
シ
ス
テ
ム
の
改
修

に
要
す
る
期
間
も
考
え
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

い
ず
れ
に
し
ま
し
て
も
、
年

度
内
中
に
実
現
す
る
よ
う
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
。

質
問

町
長

町
長
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公
共
下
へ
の

つ
な
ぎ
込
み
に

つ
い
て

公
共
下
へ
の

つ
な
ぎ
込
み
に

つ
い
て

止
法
に
基
づ
く
一
定
の
基
準
内

該
当
し
、
処
理
装
置
に
関
す
る

仕
様
書
や
そ
の
他
町
が
必
要
と

す
る
書
類
を
提
出
し
て
い
た
だ

き
ま
す
。

以
上
の
要
件
を
全
て
満
た
す

と
、
固
定
資
産
税
減
額
優
遇
制

度
に
該
当
す
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。平

成
８
年
度
か
ら
平
成
21
年

度
ま
で
に
処
理
装
置
が
設
置
さ

れ
た
方
は
、
６
分
の
５
が
減
額

さ
れ
、
平
成
22
年
度
以
降
に
つ

い
て
は
、
３
分
の
２
が
減
額
さ

れ
ま
す
。

以
上
の
よ
う
な
優
遇
制
度
が

あ
り
ま
す
の
で
、
利
用
し
て
い

た
だ
け
た
ら
と
良
い
と
思
い
ま

す
。

楠本誠二 議員

産業排水の
浄化槽装置設置について

業
務
用
浄
化
槽
機

械
装
置
に
つ
い
て
、

固
定
資
産
税
（
償
却
資
産
）
の

減
額
優
遇
措
置
は
な
い
の
か
、

お
聞
き
し
た
い
。

町
と
し
ま
し
て
は
、

公
害
防
止
施
設
設
備

の
固
定
資
産
税
減
額
優
遇
制
度

の
適
用
条
件
が
あ
り
ま
す
。

１
つ
目
に
毎
年
、
町
税
務
課

に
償
却
資
産
の
申
告
を
し
て
い

た
だ
き
、
償
却
資
産
台
帳
に
記

載
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
２
つ
目

に
県
保
健
所
に
特
定
施
設
の
届

け
出
を
し
て
い
る
こ
と
、
３
つ

目
に
汚
水
廃
液
処
理
施
設
は
洗

浄
施
設
に
該
当
す
る
浄
化
装
置

な
ど
が
設
置
さ
れ
、
処
理
後
に

流
さ
れ
る
排
水
が
水
質
汚
濁
防

質
問

町
長

町
政
策
方
針
の
中

の
生
活
排
水
に
つ
い

て
は
、
公
共
下
水
事
業
、
農
業

集
落
排
水
事
業
、
合
併
浄
化
槽

事
業
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
が
、

進
捗
状
況
に
つ
い
て
、
お
聞
き

し
た
い
。

公
共
下
水
、
農
業

集
落
排
水
の
つ
な
ぎ

込
み
な
ど
で
あ
り
ま
す
が
、
現

在
の
予
定
と
し
ま
し
て
は
、
平

成
25
年
４
月
か
ら
共
和
東
地
区

の
農
業
集
落
排
水
を
公
共
下
水

へ
接
続
予
定
、
平
成
26
年
４
月

に
は
本
郷
地
区
が
接
続
、
平
成

27
年
４
月
に
は
西
本
庄
と
共
和

東
地
区
接
続
予
定
、
平
成
29
年

４
月
に
は
晩
稲
熊
岡
地
区
の
接

続
予
定
と
言
う
よ
う
に
進
め
て

い
ま
す
。

料
金
に
つ
い
て
は
、
接
続
地

区
か
ら
公
共
下
水
料
金
に
切
り

替
え
を
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
が
、
新
規
に
公
共
下

水
へ
加
入
す
る
場
合
の
負
担
に

つ
き
ま
し
て
は
、
公
共
下
水
道

の
受
益
者
負
担
金
制
度
と
い
う

こ
と
で
、
同
じ
水
量
で
あ
れ
ば
、

公
共
下
水
の
方
が
安
く
な
り
ま

す
。そ

れ
と
、
加
入
に
つ
き
ま
し

て
は
、
当
初
３
年
以
内
に
接
続

を
し
て
い
た
だ
く
と
言
う
こ
と

で
し
た
が
、
各
家
庭
の
そ
れ
ぞ

れ
事
情
が
あ
り
ま
し
て
、
な
か

な
か
進
ん
で
い
な
い
の
が
現
状

で
す
。

こ
の
部
分
を
含
め
て
、
低
料

金
や
接
続
Ｐ
Ｒ
に
努
め
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

質
問

町
長

浄化槽
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地域活性化交付金の概要
（きめ細かな交付金、安全・安心な学校づくり交付金）

円高・デフレ対応のための緊急総合経済対策などとして、国の平成２２年度補正予算案が決定し、町は
これを受け、1月臨時会と今定例会において、平成２２年度補正予算案を上程し、可決されました。
また、今定例会では、以下の事業についての繰越明許（翌年度の繰越事業予算）として上程され、可決

されました。

永
年
在
職

　
議
員
表
彰

定
例
会
冒
頭
に
、
全
国

町
村
議
長
会
よ
り
永
年
在

職
議
員
表
彰
に
、
次
の
議

員
が
表
彰
さ
れ
、
議
長
か

ら
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。

在
職
年
数
27
年
表
彰

繰　越　明　許　費 （単位：千円）

宮﨑常二 議員山中邦夫 議員天野　仁 議員

事　業　名 事　業　費
民生費 社会福祉費 二子の里給湯設備改修事業 ２，６３６

農林水産業費 農業費 小倉谷地区農免農道整備事業 ４３，８００

うめ振興館映像システム修繕事業 ２，２００

うめ振興館駐車場囲障修繕事業 １，３７０

林業費 林道新設改良事業（林道東神野川木の川線） ６３，８５１

水産業費 南部漁港防潮堤水叩部舗装補修事業 ４，０００

商工費 商工費 鹿島遊歩道防護柵設置事業 ５，０００

鶴の湯宿泊施設維持補修事業 ９，５００

土木費 道路橋梁費 道路橋梁費維持事業 ４６，０００

道路新設改良事業 ３０，０００

社会資本整備総合交付金事業 ６５，０００

都市計画費 公園遊具設置事業 ５，０００

公園遊具撤去事業 ３，０００

小目津公園園内整備事業 ５，０００

住宅費 地域住宅交付金事業 ７８，０００

教育費 小学校費 小学校施設改修事業 ７，３４０

南小　屋内運動場耐震改修事業 ６１，７００

中学校費 中学校施設改修事業 ８，６００

上中　屋内運動場耐震改修事業 １９，７１０

上中　校舎耐震改修事業 ２０４，５４０

南中　校舎耐震改修事業 ２４８，５９０

幼稚園費 南部幼稚園空調施設設置事業 ２，０００

在
職
年
数
15
年
表
彰
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総務文教常任委員会
議会閉会中の継続調査として、平成２３年２月２３日（水）に、給食センターの現地視察

と、給食センター整備事業基本構想についての説明を受けましたので、委員会でまとめた
一部を、報告します。

上
南
部
小
学
校
の
と
な
り
に

あ
り
ま
す
給
食
セ
ン
タ
ー
で
、

教
育
委
員
会
の
説
明
を
受
け
な

が
ら
、
施
設
内
の
見
学
と
用
地

の
状
況
に
つ
い
て
視
察
し
ま
し

た
。こ

の
給
食
セ
ン
タ
ー
で
は
、

現
在
８
０
０
食
の
給
食
を
調
理

し
、
南
部
小
・
中
学
校
を
除
く

町
内
７
校
に
配
食
さ
れ
て
い
ま

す
。続

い
て
、
給
食
セ
ン
タ
ー
を

増
改
築
す
る
た
め
用
地
に
つ
い

て
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

用
地
に
つ
い
て
は
、
一
部
隣

接
者
と
の
調
整
が
必
要
な
所
も

あ
り
ま
す
が
、
用
地
と
し
て
は
、

十
分
な
広
さ
を
確
保
さ
れ
て
い

る
よ
う
で
し
た
。

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
で
、
給

食
セ
ン
タ
ー
整
備
事
業
基
本
構

想
に
つ
い
て
、
教
育
委
員
会
よ

り
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

基
本
構
想
案
場
所
に
つ
い
て

は
、
Ａ
案
か
ら
Ｇ
案
ま
で
と
、

そ
れ
ら
の
案
に
修
正
を
加
え
た

案
も
入
れ
る
と
、
10
案
あ
り
ま

し
た
。

教
育
委
員
会
と
し
て
は
、
ど

の
案
に
決
定
す
る
の
か
、
現
時

点
で
は
、
し

ぼ
り
込
み
が

で
き
て
い
な

い
よ
う
で
す
。

そ
れ
ぞ
れ

の
構
想
案
に

つ
い
て
説
明

を
受
け
て
い

る
と
、
良
い

点
や
欠
点
も

あ
り
ま
し
た

が
、
一
日
も

早
く
基
本
構

想
の
し
ぼ
り

込
み
を
行
っ

て
、
実
施
設

計
に
取
り
組

む
よ
う
に
要

望
し
ま
し
た
。

な
お
、
教

育
委
員
会
と

し
て
は
、
現

給
食
セ
ン
タ
ー
に
増
改
築
を
行

っ
て
、
２
，
０
０
０
食
の
給
食

を
調
理
し
た
い
と
の
こ
と
で
す
。

ま
た
、
町
内
の
全
小
・
中
学

校
だ
け
で
言
え
ば
、
そ
ん
な
に

必
要
と
し
ま
せ
ん
が
、
将
来
的

な
こ
と
（
幼
稚
園
な
ど
へ
の
配

食
）
や
、
万
一
の
災
害
時
の
炊

き
出
し
に
つ
い
て
も
、
施
設
を

活
用
す
る
こ
と
を
考
え
て
い
る

よ
う
で
し
た
。

給食センター

勉強会

◎
給
食
セ
ン
タ
ー
整
備
事
業
基
本
構
想

◎
現
地
視
察
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サークル紹介

みなべ日本の踊り 絵手紙教室

みなべ町文化協会

あ
と
が
き

３
月
11
日
に
起
き
た
東
日

本
大
震
災
で
、
被
災
さ
れ
た

皆
様
に
、
心
か
ら
お
見
舞
い

申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、
一

日
も
早
い
復
興
を
願
っ
て
お

り
ま
す
。

わ
が
町
も
、
今
後
予
想
さ

れ
る
東
南
海
・
南
海
地
震
や

津
波
を
考
え
る
と
、
改
め
て

地
震
・
津
波
の
脅
威
を
知
り

ま
し
た
。
一
人
ひ
と
り
が
、

防
災
の
意
識
を
し
っ
か
り
と

持
た
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と

感
じ
ま
す
。万
一
の
た
め
に
、

で
き
る
こ
と
か
ら
備
え
て
い

き
ま
し
ょ
う
。　
　
　
（
原
）

◦  

発
　
足

　

平
成
15
年
９
月

◦  

現
　
在

代
表
者　

谷
本　

良
子	

指
導
者　

市
川　

智
津
子

会
員
数		

10
名

◦  

活
　
動

奇
数
月
と
偶
数
月
に
、
昼
と

夜
に
別
れ
、
南
部
公
民
館
で
の

教
室
で
す
。
ト
マ
ト・
ピ
ー
マ
ン・

茄
子
を
相
手
に
書
か
せ
て
も
ら

え
る
幸
せ
。「
ヘ
タ
で
い
い
、
ヘ

タ
が
い
い
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
し
、

自
分
の
絵
を
描
き
ま
す
。

◦  

発
　
足

　

昭
和
63
年
４
月

◦  

現
　
在

代
表
者　

玉
井　

幸
子

指
導
者　

慧
宗　

篁
山

会
員
数　

６
名

◦  

活
　
動

毎
週
火
・
金
曜
日
に
、
南
部

公
民
館
で
練
習
し
て
い
ま
す
。

毎
月
１
回
、
和
歌
山
か
ら
先

生
が
来
ら
れ
て
、
指
導
し
て
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。

◦
一
言
（
絵
手
紙
教
室
）

作
っ
て
楽
し
い
、
飾
っ
て
う

れ
し
い
手
作
り
カ
レ
ン
ダ
ー
に

挑
戦
し
て
い
ま
す
。

ひ
た
す
ら
初
心
で
集
中
し
、

心
を
贈
る
絵
手
紙
で
交
流
し
ま

し
ょ
う
。

◦
一
言
（
み
な
べ
日
本
の
踊
り
）

健
康
の
た
め
に
明
る
く
、
楽

し
く
練
習
し
て
い
ま
す
。

毎
年
１
月
の
紀
南
舞
踊
ま
つ

り
に
む
け
、頑
張
っ
て
い
ま
す
。

お
気
軽
に
お
入
り
下
さ
い
。

勉強のあと
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